
情報提供
令和２年度に実施した気象情報改善

気象台では、皆様の治水、防災活動にご利用いただくため様々な
防災気象情報を提供しており、常に改善を図っています。

京都地方気象台
神戸地方気象台
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特別警報の改善

実施済

Point：災害発生との結びつきが強い指数と過去災害と対応するよう設定した基準を用いて判定することにより、精度を改善
します（大雨特別警報（土砂災害）の全国的な運用を令和2年7月30日より開始）。
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特別警報の改善

実施済

Point：特別警報の発表を待たずに、避難勧告など警戒レベル４が発令されたら直ちに避難してください。特別警報が発表さ
れてからでは既に命を守るために最善を尽くすべき状況であることを情報文にも明記して呼び掛けることにしました。
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特別警報の改善

実施済

Point：「数十年に一度の強度の台風等」の場合にも発表していた大雨特別警報について、「警戒レベル」に基づき「雨を要因
とする基準」に一元化することとしました（令和2年8月24日より開始、暴風・高潮・波浪・暴風雪は従前どおり）。



大雨特別警報解除後の洪水への警戒呼びかけの改善

5Point：大雨特別警報解除後の洪水への警戒呼びかけのため、国交省と気象庁の合同記者会見（整備局と管区気象台によ
る地方版も）の開催、指定河川洪水予報の臨時情報として「河川氾濫に関する情報」の発表等を行うこととしました。

実施済
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危険度分布の改善

実施済

Point：大河川では、外水氾濫の危険度（指定河川洪水予報の警戒レベル相当）に加えて、湛水型の内水氾濫（本川の増水
に起因する内水氾濫）の危険度も表示できるよう改善しました（令和2年5月28日より開始）。
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危険度分布の改善

一部実施済

Point：中小河川では、外水氾濫、湛水型の内水氾濫のそれぞれの危険度のうち、高い方の危険度を表示していますが、今
後は大河川と同様に、湛水型の内水氾濫の表示改善に取り組んで参ります。
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予想が大きく変わった場合の解説を改善

実施済

Point：気象情報を発表するような状況で、予想が大きく変わった場合に、何がどのように変わったのか明示することとしまし
た。例えば、「危険度が当初の予想を大幅に上回って急激に高まっています」等と表現します。
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洪水及び土砂災害の予報のあり方に関する検討会

概要

洪水及び土砂災害の予報について、近年の技術進展やニーズの多様化を踏まえ、
適切な防災行動につながる情報提供のあり方や官民の役割分担などを検討するため、
有識者による標記検討会（第1回）を令和3年1月6日に開催しました。

今後、同検討会による議論を重ね、洪水及び土砂災害の予報のあり方についてと
りまとめが行われます。

第1回検討会
開催日時：令和3年1月6日10時～12時
出席者：左記のとおり

第1回資料は、以下に掲載されております。
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/shingikai/kentoukai/ari
kata/20210106_arikata.html

Point：民間事業者等の最新の予測技術の現状や防災行動等に資する予報のニーズと課題に関する詳細を把握するため、
本検討会において有識者からのヒアリングを実施の上、課題・論点を深めていきます。


